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　６月16日に、福祉センターで「あいずみ子どもフェスティバル」を開催しました。当日は天候にも
恵まれ、会場はこの日を楽しみにしていた、たくさんの子どもたちで賑わいました。

今月の主な記事 住 民 の 動 き
6 月議会   ………………………………………………………P２
藍住町職員採用試験  …………………………………………P３
後期高齢者医療被保険者証の更新  …………………………P５
西小学校で避難訓練を実施します！  ………………………P10〜11
守れ人権　許すな差別  ………………………………………P12
情報NOW  ………………………………………………………P13〜18

平成25年６月末現在（　）内は前月比
人　口 34,291人 （−17） 15歳未満 5,397人 （−20）

65歳以上 6,402人 （＋28）

平均年齢 41.8歳

　男 16,474人 （−７）

　女 17,817人 （−10）

世帯数 13,093戸 （＋３）

7
子供が主役!  あいずみ子どもフェスティバル
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今
月
の
納
税

　

7
月
は
、
固
定
資
産
税（
１
期
）の
納
付
月

で
す
。

納
期
限
は
、
７
月
25
日
で
す
。

　

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま
で

に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
契
約
を
解
除
す
る
場
合
に
は
、

解
約
手
続
が
必
要
で
す
。
転
出
・
婚
姻
等
、

世
帯
状
況
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、

自
動
的
に
解
約
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問 

税
務
課（
☎
６
３
７・３
１
１
７
）

　

こ
の
調
査
は
、
小
規
模
事
業
所
に
お
け
る

賃
金
、
労
働
時
間
及
び
雇
用
の
実
態
に
つ
い

て
、
全
国
及
び
都
道
府
県
別
に
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。　

調
査
結

果
は
、
最
低
賃
金
の
改
定
審
議
等
に
使
用
さ

れ
ま
す
。

　

調
査
に
対
す
る
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

調
査
対
象

　

常
用
労
働
者
を
１
～
４
人
雇
用
し
て
い
る

事
業
所（
平
成
25
年
７
月
31
日
現
在
）

調
査
期
間

　

８
月
～
９
月
に
統
計
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す

※
調
査
票
に
書
か
れ
た
内
容
は
、「
統
計
法
」

に
よ
り
、
厳
し
く
秘
密
が
守
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
統
計
以
外
の
目
的
に
用
い
る
こ
と

も
あ
り
ま
せ
ん
。

政府統計　

厚
生
労
働
省
・
徳
島
県

藍
住
町
職
員
採
用
試
験

　

平
成
26
年
度
採
用
予
定
の
藍
住
町
職
員

採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

◆
採
用
予
定
職
種

【
一
般
事
務
】

　

昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
８
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

【
保
育
士
】

　

昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
保

育
士
及
び
幼
稚
園
教
諭
の
免
許
を
有
す

る
者
又
は
平
成
26
年
3
月
31
日
ま
で
に

当
該
免
許
を
取
得
す
る
見
込
み
の
者

◆
採
用
予
定
数

【
一
般
事
務
】　
若
干
名

【
保
育
士
】　
若
干
名

◆
試
験
日
・
場
所

　

第
１
次
試
験

　
　

９
月
22
日（
日
）

　
　

徳
島
文
理
大
学

　
　
（
９
号
館 

人
間
生
活
学
部
棟
）

　

第
２
次
試
験

　
　

11
月
下
旬
～
12
月
初
旬
予
定

上
程
議
案
等

10
日

◆
平
成
24
年
度
藍
住
町
一
般
会
計
補
正
予
算

の
専
決
処
分
に
対
す
る
承
認

◆
藍
住
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
専
決
処
分
に
対
す
る
承
認

◆
藍
住
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
に
対
す
る
承
認

◆
藍
住
町
課
等
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
専
決
処
分
に
対
す
る
承
認

◆
藍
住
町
町
民
体
育
館
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

…
…
以
上
町
長
提
案

◆
平
成
24
年
度
藍
住
町
一
般
会
計
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
の
報
告

◆
平
成
24
年
度
藍
住
町
特
別
会
計(

下
水
道

事
業)

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

◆
藍
住
町
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
を
説

明
す
る
書
類
の
提
出…

…
以
上
町
長
報
告
等

一
般
質
問

17
日

　

濵
眞
吉
議
員
、
小
堀
克
夫
議
員
、
小
川
幸

英
議
員
、
西
岡
恵
子
議
員
、
永
濵
茂
樹
議
員
、

林
茂
議
員
の
６
氏
が
登
壇
、
行
政
全
般
に
関

す
る
質
問
を
行
い
ま
し
た（
一
般
質
問
の
内

容
は
８
月
発
行
予
定
の「
議
会
だ
よ
り
」で
ご

覧
く
だ
さ
い
）。上

程
議
案
等

20
日

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦（
町
長
か
ら
の
諮
問
）

…
…
以
上
町
長
提
案

◆
議
会
議
長
の
辞
職

◆
議
会
副
議
長
の
辞
職

◆
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
辞
任

◆
資
格
審
査
特
別
委
員
会
委
員
の
辞
任

◆
資
格
審
査
特
別
委
員
会
委
員
の
選
任

◆
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任

…
…
以
上
議
員
提
案

◆
議
会
議
長
の
選
挙

◆
議
会
副
議
長
の
選
挙

◆
板
野
西
部
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
組
合
議

会
議
員
の
選
挙

◆
徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

議
員
の
選
挙

◆
原
子
力
発
電
所
に
関
す
る
請
願
書

6月議会

　
平
成
25
年
第
２
回
藍
住
町
議
会
定
例

会
は
６
月
10
日
に
開
会
し
、
町
長
及
び

議
員
提
案
13
議
案
を
可
決
し
、
20
日
に

閉
会
し
ま
し
た
。

新
し
い
議
長
と
副
議
長
を

ご
紹
介
し
ま
す

　

議
会
定
例
会
閉
会
日
の
６
月
20
日
に
、

議
会
議
長
及
び
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、

次
の
２
氏
が
当
選
し
ま
し
た
。

議　
長　

小
堀
　
克
夫 

氏 

72
歳

副
議
長　

平
石
　
賢
治 

氏 

36
歳

選
任
さ
れ
た
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

再
任  

岡
田  

弘 

氏（
東
中
富
）75
歳

任
期　

平
成
25
年
７
月
１
日

～
平
成
28
年
６
月
30
日

「
毎
月
勤
労
統
計
調
査（
特
別

調
査
）」に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　副議長、建設産業
常任委員会委員長な
どを歴任され、現在
３期目。

　厚生常任委員会委員 
長、総務文教常任委員
会副委員長などを歴任
され、現在２期目。
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重
度
心
身
障
害
者
等

医
療
費
受
給
者
証
等
の

更
新（
交
付
）・
申
請

　

８
月
１
日
か
ら
重
度
心
身
障
害
者
等
医
療

費
受
給
者
証（
受
給
者
認
定
書
）が
新
し
く
な

り
ま
す
。

　

現
在
、
受
給
資
格
が
あ
り
、
引
き
続
き
受

給
対
象
と
認
定
さ
れ
る
方
に
は
、
新
し
い
受

給
者
証
等
を
交
付
し
ま
す
。
な
お
、
身
体
障

害
者
手
帳
２
級
を
お
持
ち
の
方
の
う
ち
、
医

師
・
民
生
委
員
の
証
明
が
必
要
と
な
る
方
に

は
、
例
年
ど
お
り
証
明
書
の
様
式
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
次
に
該
当
す
る
方
で
、
受
給
者
の

認
定
を
受
け
て
い
な
い
方（
所
得
額
等
の
制

限
が
あ
り
ま
す
）は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

⒈　
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
を
お
持
ち
の
方

⒉　
身
体
障
害
者
手
帳
２
級
を
お
持
ち
の
方

⒊　
療
育
手
帳「
Ａ
」を
お
持
ち
の
方

⒋　
知
的
障
害（
自
閉
症
を
含
む
）に
よ
る
特

別
児
童
扶
養
手
当
１
級
の
対
象
児 

⒌　
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
又
は
４
級
を
お

持
ち
の
方
で
、
か
つ
療
育
手
帳「
Ｂ
１
」

の
方

⒍　
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童（
18
歳
の
年
度

末
ま
で
）及
び
そ
の
父
又
は
母

⒎　
父
母
が
い
な
い
児
童（
18
歳
の
年
度
末

ま
で
）

問 

福
祉
課（
☎
６
３
７・３
１
１
４
）

藍
住
町
職
員
採
用
試
験

　

平
成
26
年
度
採
用
予
定
の
藍
住
町
職
員

採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

◆
採
用
予
定
職
種

【
一
般
事
務
】

　

昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
８
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

【
保
育
士
】

　

昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
保

育
士
及
び
幼
稚
園
教
諭
の
免
許
を
有
す

る
者
又
は
平
成
26
年
3
月
31
日
ま
で
に

当
該
免
許
を
取
得
す
る
見
込
み
の
者

◆
採
用
予
定
数

【
一
般
事
務
】　
若
干
名

【
保
育
士
】　
若
干
名

◆
試
験
日
・
場
所

　

第
１
次
試
験

　
　

９
月
22
日（
日
）

　
　

徳
島
文
理
大
学

　
　
（
９
号
館 

人
間
生
活
学
部
棟
）

　

第
２
次
試
験

　
　

11
月
下
旬
～
12
月
初
旬
予
定

板
野
東
部
消
防
組
合
消
防
吏
員
採
用
試
験

試
験
区
分

　

消
防
吏
員（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）

採
用
予
定
人
員　
若
干
名

受
験
資
格

　

昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
８
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

（
救
急
救
命
士
と
し
て
受
験
さ
れ
る
場
合
）

　

昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

者
で
、
申
込
み
受
付
時
に
お
い
て
救
急
救

命
士
の
資
格
を
有
す
る
者

　
　

藍
住
町
役
場（
予
定
会
場
）

◆
受
験
手
続

①
申
込
用
紙
及
び
受
験
案
内

　

総
務
課
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

　

郵
便
で
請
求
さ
れ
る
場
合
は
、
封

筒
の
表
に「
職
員
試
験
請
求
」と
朱
書

き
し
、
あ
て
先
を
明
記
の
上
、
必
ず

１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封

筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

②
受
付
期
間

　
　

７
月
22
日（
月
）～
８
月
５
日（
月
）

※
受
付
時
間
は
、
開
庁
日（
月
～
金
）

の
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時

で
す
。

※
郵
便
に
よ
る
申
込
み
の
場
合
は
、

８
月
５
日（
月
）ま
で
の
消
印
が
あ

る
も
の
に
限
り
受
付
し
ま
す
。

※
受
付
期
間
経
過
後
の
申
込
み
は
、

一
切
受
付
し
ま
せ
ん
の
で
、
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

総
務
課（
☎
６
３
７・３
１
１
１
）

受
付
期
間

　

７
月
22
日（
月
）～
８
月
５
日（
月
）

　
（
郵
送
の
場
合
は
８
月
５
日（
月
）消
印
有
効
）

試
験
日　
一
次
試
験　

９
月
22
日（
日
）　

　
　
　
　

二
次
試
験　

11
月
以
降
予
定

※
募
集
要
項
及
び
試
験
申
込
書
は
、
消
防

組
合
に
備
え
て
い
ま
す
。

申
・
問 

板
野
東
部
消
防
組
合  

総
務
課

（
☎
６
９
８・９
９
０
０
）

ハ
～
イ
、こ
く
ね
ん
で
す
！

～
障
害
基
礎
年
金
等
を

受
け
て
い
る
方
の
現
況
届
～

　

20
歳
前
の
障
害
に
よ
る
障
害
基
礎
年

金
、
障
害
福
祉
年
金
か
ら
切
り
替
わ
っ
た

障
害
基
礎
年
金
、
母
子
・
準
母
子
福
祉
年

金
か
ら
切
り
替
わ
っ
た
遺
族
基
礎
年
金
を

受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年
７
月
が「
現
況

届
」の
提
出
月
で
す
。

　
「
現
況
届
」は
、
引
き
続
き
年
金
を
受
け

る
権
利
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た

め
の
大
切
な
手
続
で
す
。
年
金
事
務
所
か

ら
送
付
さ
れ
た「
現
況
届
」に
同
封
さ
れ
て

い
る
説
明
書
を
よ
く
お
読
み
の
上
、
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
現
況
届
」を
提
出
し
て
い
な
い

場
合
や
、
所
得
の
審
査
が
で
き
な
い
場
合

は
、
年
金
の
支
払
い
が
一
時
停
止
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

  提
出
期
限　
７
月
31
日（
水
）ま
で　

提
出
先　
役
場
住
民
課

問 

徳
島
北
年
金
事
務
所

（
☎
６
５
５・０
２
０
０
）
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各種検診（胃・肺・大腸・前立腺がん検診、肝炎ウイルス検診）のご案内
　受診券は、40歳以上の方に個人通知しています（ピンクの窓空き封筒でお送りしています）。
※集団検診は予約制です。ご希望の方は、受診券下についている予約ハガキを切り取り、必要事項をご記入の上、 

申し込みください。

婦人がん検診は、2年に1回のご案内
　「平成」は奇数年、「昭和・大正・明治」は偶数年生まれの方（受診券を５月末に個人通知しています）で、次の
基準に該当する方が対象となります。
◆子宮頸がん検診（20歳以上）
　平成５年12月31日以前生まれの方
◆乳がん検診（40歳以上）
　昭和48年12月31日以前生まれの方
※昨年度婦人がん検診を受診されていない方も対象者となります。昨年度が未受診で、検診を希望される方

には、受診券を発行します。

がん検診推進事業に該当する方は、次の検診が無料で受けられます
◆子宮頸がん検診（女性のみ）
　対象者　平成25年4月1日現在で、 20歳・25歳・30歳・35歳・40歳の方
◆大腸がん検診(男性・女性)・乳がん検診(女性のみ)
　対象者　平成25年4月1日現在で、 40歳・45歳・50歳・55歳・60歳の方

申・問  保健センター（☎６９２・８６５８）

● ● ● ● ● がん検診が始まりました ● ● ● ● ●

８月は「電気使用安全月間」です８月は「電気使用安全月間」です

徳島北事業所（☎６８３・５５１０）

　長時間プラグを差し込んだままにしておきますと、
プラグとコンセントの間にホコリがたまり、湿気を
おびるとプラグが突然発火することがあります。これ
をトラッキング現象といいます。
　火災の原因になることがありますので、プラグは
ときどき点検掃除をしましょう。

　

町
で
は
毎
年
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・
金
婚

を
迎
え
た
ご
夫
婦
に
、
記
念
品
を
お
渡
し

し
て
い
ま
す
。
今
年
も
９
月
に
開
催
予
定
の 

「
敬
老
の
つ
ど
い
」へ
ご
招
待
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、次
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

８
月
30
日（
金
）ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①
昭
和
28
年
に
結
婚
さ
れ
た
、
成
婚
60
年
目

の
ご
夫
婦     

②
昭
和
38
年
に
結
婚
さ
れ
た
、
成
婚
50
年
目

の
ご
夫
婦     

※
確
認
の
た
め
、
婚
姻
年
月
日
等
を
お
伺
い

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問

 

福
祉
課（
☎
６
３
７
・
３
１
１
４
）

　

事
業
場
内
で
、
最
も
低
い
時
間
給
を
１
年

当
た
り
40
円
以
上
引
き
上
げ
る
中
小
企
業
の

事
業
主
に
対
し
、
労
働
能
率
を
増
進
さ
せ
る

た
め
の
設
備
・
機
器
の
導
入
等
に
要
す
る
経

費
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
額　
対
象
と
な
る
経
費
の
２
分
の
１

　
　
　
　
（
上
限
１
０
０
万
円
）

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

徳
島
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

（
☎
６
５
２
・
９
１
６
５
）

　
　
県
最
低
賃
金
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
１
２
０
・
９
６
７
・
９
５
１
）

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・
金
婚
式
を

迎
え
る
皆
さ
ん
へ

ご
存
知
で
す
か
？

中
小
企
業
を
応
援
す
る
業
務
改
善
助
成
金
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～後期高齢者医療制度～

８月は保険証の定期更新月です
　現在、後期高齢者医療制度に加入されている方には、有効期限を「平成26年７月31日」と記載した新しい被保
険者証（紫色）を７月中に送付します。
　なお、 「平成25年８月１日から平成26年７月31日」までの一部負担金の割合（１割又は３割）は、平成24年中の 
所得に基づき改めて判定します。
※８月１日以降は古い被保険者証は使えません。受診の際は有効期限を確認し、お間違えのないようご注意くだ

さい。

平成26年７月31日

※ご確認ください！

新しい被保険者証の有効期限は

平成26年７月31日
になっています。
※被保険者証は紫色です。

【一部負担金の割合の判定方法について】
1割負担となる方

同じ世帯の被保険者全員の住民税課税所得が145万円未満

3割負担となる方
世 帯 構 成 被保険者が1人の場合 被保険者が2人以上の場合
住民税課税所得 145万円以上 145万円以上の被保険者がいる

総収入の合計額
383万円未満は1割（要申請） 520万円未満は1割（要申請）
383万円以上は3割（※） 520万円以上は3割

※70歳以上75歳未満の方（後期高齢者医療制度の被保険者以外）がいる場合、その方との総収入の合計額が520万円未満の場合
は1割（要申請）。

【後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証をお持ちの方へ】　
　 平成24年度の認定証（有効期限「平成25年7月31日」）をお持ちの方で、平成25年度住民税非課税世帯の方には、７月末までに

「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」を送付します。なお、更新申請書の提出は不要です。
   また、認定証に記載されている適用区分が「区分Ⅱ」の方で「過去12か月で90日を超える入院」をされた方は、健康推進課へ 
申請していただくことで、入院時の食事代が更に減額されます。

● ● ● 臓器提供の意思表示にご協力を● ● ●
　 新しい被保険者証の裏面に臓器提供意思表示欄が設けられています。これは、臓器移植に関する啓発や知識を深めるため
のものです。臓器移植とは、病気や事故により臓器が機能しなくなった方に、他の方の健康な臓器を移植し、機能を回復させ
る医療です。
 　臓器提供の意思表示は自分の意思で決めることができます。また、意思表示欄記入後も意思の変更ができます。臓器提供
についてよく考え、家族と話し合い、意思表示欄の記入にご協力ください。なお、意思表示欄への記入は任意であり、義務付
けるものではありません。

問  健康推進課(☎637・3115)
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阿
波
踊
り
の
練
習
は

マ
ナ
ー
を
守
っ
て

　

徳
島
の
夏
を
代
表
す
る
阿
波
踊
り
の
本
番

が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
町
内
で
も
踊
り
の

練
習
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
か
ね
や
太
鼓

の
音
は
、
付
近
の
住
民
の
方
に
と
っ
て
は
、

騒
音
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
練
習
を
さ
れ

て
い
る
皆
さ
ん
に
は
、「
夜
遅
く
ま
で
練
習
を

し
な
い
」「
必
要
以
上
に
音
を
出
さ
な
い（
特

に
太
鼓
の
音
は
控
え
め
に
）」な
ど
の
ご
配
慮

を
お
願
い
し
ま
す
。

～
町
民
の
皆
さ
ん
へ
～

　

阿
波
踊
り
は
、
本
県
に
と
っ
て
大
切
な
伝

統
芸
能
で
す
。
本
番
を
前
に
熱
の
こ
も
っ
た

練
習
が
行
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

教
育
委
員
会（
☎
６
３
７・３
１
２
８
）

　

言
葉
巧
み
に
高
額
な
商
品
等
を
売
り
つ
け

る
悪
質
商
法
が
、
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
悪

質
業
者
の
巧
妙
な
手
口
を
知
り
、
被
害
に
あ

わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

不
審
に
感
じ
た
場
合
は
、
そ
の
場
で
契
約
を

せ
ず
、家
族
、警
察
、消
費
者
情
報
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

悪
質
商
法
の
事
例

◆
点
検
商
法

　
「
無
料
点
検
中
」な
ど
と
言
っ
て
勝
手
に

入
り
込
み
、
不
要
な
工
事
を
し
た
り
、
商

品
を
売
り
つ
け
た
り
す
る
。

◆
利
殖
商
法

　
「
毎
月
３
％
の
利
息
が
つ
く
」「
１
年
後

に
は
倍
に
な
る
」な
ど
と
ウ
ソ
の
投
資
話

を
し
て
お
金
を
だ
ま
し
と
る
。

◆
強
引
な
電
話
勧
誘

　

電
話
で
し
つ
こ
く「
あ
な
た
が
選
ば
れ

た
」「
今
な
ら
お
得
」な
ど
と
勧
誘
す
る
。

花
火
を
す
る
と
き
に

守
っ
て
ほ
し
い
こ
と

　

花
火
は
き
れ
い
で
楽
し
い
も
の
で
す
。
し

か
し
、
取
扱
い
を
間
違
え
ま
す
と
、
け
が
の

原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
取
扱
方
法
を
し
っ

か
り
守
っ
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。

【
注
意
点
】

①
花
火
は
火
薬
を
使
っ
て
い
る
の
で
、
け
が

等
を
し
な
い
よ
う
に
正
し
く
使
う

②
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ

た
り
し
な
い

③
花
火
を
人
や
家
に
向
け
て
遊
ば
な
い

④
た
く
さ
ん
の
花
火
に
一
度
に
火
を
つ
け
な
い

⑤
筒
物
花
火
は
筒
の
中
を
の
ぞ
か
な
い

⑥
風
の
強
い
日
は
花
火
を
し
な
い

⑦
衣
服
に
火
が
つ
か
な
い
よ
う
に
注
意
す
る

⑧
消
火
用
具（
水
バ
ケ
ツ
）を
用
意
し
て
、
必

ず
後
片
づ
け
を
す
る

⑨
花
火
が
終
わ
っ
た
ら
花
火
の
ゴ
ミ
は
必
ず

持
ち
帰
る

問 

板
野
東
部
消
防
組
合

（
☎
６
９
８・０
１
１
９
）

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

　

８
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
の
期
間

は
、「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」で
す
。

　

国
土
交
通
省
が
本
月
間
の
推
進
標
語
を
募

集
し
た
結
果
、
７
６
６
３
作
品
の
中
か
ら
部

門
毎
に
最
優
秀
賞
１
作
品
と
優
秀
賞
２
作
品

が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
各
部
門
の

最
優
秀
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆小学生の部
「ゆずり合い　せまい道路も　広くなる」

  樋口　莉奈さん（山梨県南アルプス市立八田小学校）

◆中学生の部
「踏みしめて　未来へつづく　道がある」

  大山　藍さん（茨城県小美玉市立玉里中学校）

◆一般の部
「おかえりと　道の向こうで　待つ笑顔」

  中川　潔さん (福井県福井市)

☆
最
優
秀
賞
作
品
の
う
ち
、「
ゆ
ず
り
合
い　

せ
ま
い
道
路
も　
広
く
な
る
」が
今
年
度
の

代
表
標
語
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

問 

建
設
課（
☎
６
３
７・３
１
２
２
）

問 

県
消
費
者
情
報
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
２
３・０
１
１
０
）

　
　
警
察
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー（
＃
９
１
１
０
）

　
　
板
野
警
察
署（
☎
６
７
２・０
１
１
０
）

ホームゲームご案内
 ７月20日㈯ 午後６時30分から ＶＳ ザスパ草津群馬

 ８月４日㈰ 午後６時30分から ＶＳ FC岐阜

試合会場　ポカリスエットスタジアム

悪
質
商
法
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

ク
ー
リ
ン
グ・オ
フ
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
、
訪
問
販
売
や

電
話
勧
誘
販
売
な
ど
で
、
商
品
等
の
購
入

契
約
を
し
た
後
で
も
、
一
定
の
期
間
内
で

あ
れ
ば
解
約
で
き
る
制
度
で
す
。

◆
手
続
方
法

　

契
約
書
面
受
領
日
か
ら
８
日
以
内

（
マ
ル
チ
商
法
は
20
日
以
内
）に
書
面
で

手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
適
用
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
県
消
費
者
情
報
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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アルコールとの上手なつきあい方⑤

アルコールと血圧
藍里病院 副院長

　吉　田　精　次 先生

●はじめに
　今月はアルコールとがんの関係です。ＷＨＯは、1987年にアルコールが口腔、咽頭、喉頭、食道、肝臓が
んを発生させる発がん物質であると発表しています。2007年の再評価では、更に結腸と直腸がんと女性の乳
がんが加わりました。膵臓がんに関しては、「確定はできないが疑わしい」という評価になっています。2005年
に実施された厚労省の調査でも、毎日1合未満の飲酒をする人と、ときどき飲む人を比較したところ、がん
になりやすさと死亡率は2.3倍に達しています。更に2011年のヨーロッパでの大規模な調査によりますと、
男性のがんの10％、女性のがんの3％が飲酒に起因しています。
●女性のがん
　日本女性の飲酒率は年々高くなっています。テレビのＣＭでも、起用されるタレントの半分以上が女性で
す。しかし、女性の飲酒が乳がんのリスクを高めていることを知って飲んでいる人がどれくらいいるでしょ
うか？飲酒によってエストロゲンが増加することで、がん発生のリスクが高くなるという説が現在有力です。
●妊婦の飲酒と小児の白血病
　2010年に、妊娠中の飲酒によって生まれてきた子どもは、急性骨髄性白血病のリスクが高まるという報
告が公表されました。そのほか、胎児性アルコール症候群を発症する恐れもあり、妊娠中の飲酒は非常に危
険です。また、これもあまり知られていないことですが、胎児の脳へ与える影響として非常に大きいものが、
妊娠したと気づくまでの間（妊娠最初期）の飲酒です。このことから、子どもを作ろうと決めたときから飲酒
を止めるということも大事な健康管理の一つになります。
●内臓障害とがん発生リスク
　飲酒によって内臓障害などが出現した後に飲酒を止めた場合、がん発生リスクは食道なら5～10年後から
下がり始め、飲まない人と同じ状態になるには約20年かかります。このことから、飲酒をしている人は少な
くとも、内臓障害の出ない飲み方をすることが大切です。
●遺伝子型で食道・頭頸部がんのリスクが分かる
　食道と頭頸部のがん発生リスクは、飲酒量と喫煙量に比例して大きくなります。更に最近の知見では、ア
ルコールを分解する酵素の遺伝子型によってがん発生のリスクに大きな差があることが分かってきました。
「ＡＬＤＨ２ヘテロ欠損型とＡＤＨ１Ｂホモ低活性型」という組合せは、日本人に2～3％程度いますが、この
タイプの人の食道がんリスクは29～56倍に跳ね上がります。このタイプの人が毎日ビール350ｍｌ以上の飲
酒と喫煙をしますとリスクは189～357倍になります。簡易な問診票をご用意しましたので、ご覧ください。

食道がんリスク検診問診票
Ｑ１  現在、ビールコップ1杯程度の飲酒ですぐ顔が 

赤くなりますか？
→（はい）の人は「現在のフラッシャー」

Ｑ２　飲酒を始めたころの１～２年間はビールコップ 
１杯程度の飲酒ですぐに顔が赤くなりましたか？
→（はい）の人は「過去のフラッシャー」

Ｑ３　飲酒量について
・週に1合以下  ……………………0点
・（フラッシャーでない人） 週に1～8.9合 ……１点
 週に9～17.9合 …5点
 週に18合以上 ……6点
 禁酒した …………7点
・（フラッシャーの人） 週に1～8.9合 ……4点
 週に9～17.9合 …9点
 週に18合以上 … 10点
 禁酒した …………8点

Ｑ４　強い酒をストレートで飲みますか？
 は　い ……………3点
 いいえ ……………0点

Ｑ５　年に30箱以上喫煙しますか？
 は　い ……………2点
 いいえ ……………0点

Ｑ６　緑黄色野菜を週5日以上食べますか？　
 は　い ……………0点
 いいえ ……………1点

Ｑ７　果物を週5日以上食べますか？
 は　い ……………0点
 いいえ ……………1点

《評価》総点数10点以上：食道・下咽頭がんの60～70％がこのグループから発症しています。

日本酒 ウイスキーダブル

1合　180ml 1杯　60ml

＝
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６
月
20
日
の
議
会
定
例
会
閉
会
後
に
、
議

会
議
員
が
現
在
建
設

中
の
町
民
体
育
館
を

視
察
し
ま
し
た
。

　

こ
の
体
育
館
は
、

９
月
１
日
か
ら
の
利

用
開
始
に
向
け
て
、

建
築
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

視
察
で
は
、
建
築

担
当
者
か
ら
、
間
取

り
や
設
備
に
関
す
る
こ
と
の
ほ
か
、
藍
蔵
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
外
観
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
視
察
し
た
議
員
は
、
耐
震
設
計
、

使
用
塗
料
の
安
全
性
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
、

各
種
法
令
や
制
度
に
基
づ
い
て
建
築
し
て
い
る

こ
と
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

現
在
建
設
中
の
町
民
体
育
館
を
会
場
と
し

た「
と
く
し
ま
記
念
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」に
よ
る

演
奏
会
を
行
い
ま
す
。
演
奏
会
で
は
、
藍
住

中
学
校
・
東
中
学
校
吹
奏
楽
部
や
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
に
よ
り
選
ば
れ
た
地
元
ピ
ア
ニ
ス
ト

と
の
共
演
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
　
時　
９
月
７
日（
土
）午
後
１
時
30
分
開
場

　
　
　
　
（
午
後
２
時
開
演
）

場
　
所　
町
民
体
育
館

入
場
料

　

一
般　
２
千
円（
当
日
２
５
０
０
円
）

　

小・中・高
校
生  

千
円（
当
日
１
５
０
０
円
）

　
《
全
席
自
由
》

チ
ケ
ッ
ト
販
売
先

教
育
委
員
会
・
町
立
図
書
館
・
ゆ
め
タ
ウ

ン
徳
島
・
キ
ョ
ー
エ
イ
藍
住
店
・
黒
崎
楽

器（
本
店
・
藍
住
セ
ン
タ
ー
）・
ブ
ッ
ク
ス

ジ
ュ
ピ
タ
ー

主
　
催　
町
・
教
育
委
員
会

問 

教
育
委
員
会（
☎
６
３
７・３
１
２
８
）

建
設
中
の
町
民
体
育
館
を

議
会
議
員
が
視
察

チ
ケ
ッ
ト
発
売
中
‼

町
民
体
育
館
落
成
記
念

あ
い
す
む
ま
ち
の
音
楽
会

　気象庁はこれまで、大雨や津波、高潮などにより重大な災害の起こるおそれがある時に、警報を発表して警
戒を呼びかけていました。より甚だしい大雨や大きな津波等が予想され、重大な災害による危険性が高まって
いることをお知らせし、特別な警戒を呼び掛けるために、新たに「特別警報」を発表します。

　特別警報の対象とする現象は、「東日本大震災」、我が国の観測史上最高の潮位を記録
した「伊勢湾台風」の高潮、紀伊半島に甚大な被害をもたらした「平成23年台風第12号」の
豪雨等が該当します。

　特別警報が出た場合、お住まいの地域は数十年に一度しかないような非常に危険な状況にあります。屋外の
状況や、避難指示・勧告等に留意し、直ちに命を守るための行動をとってください。
　また、大雨等の被害を防ぐには、時間を追って発表される注意報、警報やその他の気象情報を活用して、早
め早めの行動をとることがあなたや家族の命を守ります。

※詳細は、気象庁ホームページでご確認ください。
　http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/tokubetsu-keiho/index.html

問  気象庁徳島地方気象台 防災業務課（☎626・0676）

８月から『特別警報』の発表を開始します

オーケストラと
共演するピアニスト決定

　６月９日のオーディションにより 
次の方が選ばれました。

板東 志保さん(左)　西川 真央さん(左)
西内 佑衣さん(右)　鈴木亜紀代さん(右)
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　６月20日に、友好都市の山形県
河北町から紅花が届きました。
　本町には伝統の「藍染め」があり
ますが、河北町にも脈々と受け継
がれてきた「紅花染め」があります。
紅花は、染料となる素材というだ
けではなく、見て楽しむこともで
きる美しい花です。早速、庁舎１
階町民ホールや案内係などに飾ら
せていただきました。

紅花のマメ知識
　紅花は、万葉集や松尾 
芭蕉に詠まれているほか、 
源氏物語にも出てきます。 
万葉集では「くれなゐ(紅)」、 
源氏物語では「末摘花(す 
えつむはな)」と表現され
ています。

　

６
月
10
日
に
、
サ
ト
ウ
産
業
様（
富
吉
）か

ら
、
横
断
旗
や
腕
章
な
ど
の
交
通
安
全
用
品

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
児
童
の
交
通
安
全
を
願
っ
て
寄
贈

さ
れ
た
も
の
で
、
早

速
、
町
内
４
小
学
校

に
提
供
し
ま
し
た
。

用
品
は
、
通
学
時
の

立
し
ょ
う
な
ど
、
児

童
を
守
る
た
め
の
交

通
安
全
活
動
に
役
立

て
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
応
援
協
定
は
、
徳
島
県
町
村
会
と
鳥

取
県
町
村
会
が
主
体
と
な
っ
て
協
議
を
進
め

て
い
た
も
の
で
、
こ
の
ほ
ど
６
月
６
日
に
、

鳥
取
県
知
事
公
舎
に
お
い
て
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

　

被
災
町
村
の
支
援
は
ブ
ロ
ッ
ク
を
あ
ら
か

じ
め
定
め
た
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
方
式
に
よ

る
も
の
で
、
両
県
を
そ
れ
ぞ
れ
３
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
け
、
原
則
と
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
被

災
町
村
を
支
援
し
ま
す
。

　

東
南
海
・
南
海
地
震
で
は
被
害
が
複
数
県

に
ま
た
が
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
こ

の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
制
で
は
特
定
の
被
災

地
に
支
援
が
偏
ら
ず
、
長
期
的
な
応
援
体
制

が
組
め
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

板
野
郡
５
町
は
鳥
取
県
の
日
吉
津
村
、
大

山
町
、
南
部
町
、
伯
耆
町
、
日
南
町
、
日
野

町
、
江
府
町
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
パ
ー
ト
ナ
ー
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
大
規
模
な
災
害
に
備
え
、
今
後
も

近
隣
市
町
村
だ
け
で
は
な
く
、
遠
隔
地
と
の

相
互
応
援
協
定
の
拡
充
を
図
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

５
月
１
日
に
、
故
石
川
哲
夫
氏（
奥
野
）が

所
蔵
し
て
い
た
書
籍
約
２
５
０
冊
が
、
県
農

林
水
産
総
合
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
に
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
石
川
氏
が
生
前
に
植
物
研
究
を

通
じ
て
収
集
し
た
書
籍
を
、
広
く
社
会
に
役

立
て
て
も
ら
お
う
と
、
ご
遺
族
が
寄
贈
し
た
も

の
で
す
。
書
籍
に
は
、
絶
版
と
な
っ
た
も
の
も

多
く
、
学
術
的

に
高
い
価
値
を

有
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後

の
調
査
研
究
に

役
立
て
ら
れ
る

こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

６
月
15
日
に
、
町
民
会
館
で
上
勝
町
を
舞

台
と
し
た
映
画
、「
人
生
、
い
ろ
ど
り
」の
上

映
会
を
行
い
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
話
題
作

の
上
映
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
約
７
０
０
人

が
訪
れ
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
、 「
な
ん
で
も
考
え
方
一
つ

で
大
き
く
変
わ
る
」 「
私
に
も
で
き
る
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
」と
い
っ
た
声
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

～
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
～

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
盛
況
の
う
ち
に

無
事
、
上
映
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
上
映
会
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
実
行
委
員

会
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
来
場
く
だ
さ
っ
た

皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

藍
住
上
映
実
行
委
員
会
委
員
長  

石
川 

智
能

投 票 日　７月21日(日)
投票時間　午前７時～午後８時
投 票 所　投票所入場券に記載しています

期日前投票
　７月20日（土）まで
投票時間
　 午前８時30分～午後８時
期日前投票所
　コミュニティセンター（役場４階）

第23回参議院議員通常選挙

町民ホール

安
全
を
願
い
交
通
安
全
用
品
を
寄
贈

危
機
事
象
発
生
時

相
互
応
援
協
定
を
締
結

貴
重
な
蔵
書
を
県
に
寄
贈

「
人
生
、
い
ろ
ど
り
」を
上
映

河北町から友好の「紅花（べにばな）」
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　町では、今後30年以内の発生確率が60％以上と予想されている南海地震に備え、住民の皆さ
んが主体の避難訓練を実施します。この訓練は地震や洪水などの災害発生時に、落ち着いて的確
に行動し、被害を少しでも軽減することを目的としています。
　指定避難所となっている西小学校までを徒歩又は自転車で移動し、避難所までの所要時間や避
難経路の危険箇所を確認してください。この訓練がより一層、実践的なものとなるよう、ご家族、
ご近所でお誘い合わせの上、参加をお願いします。
　また、避難訓練のほか、会場では防災に関する様々な訓練や体験等を併せて実施しますので、
これらについても参加をお願いします。
　なお、避難訓練は指定避難所ごとに随時、実施する予定です。

●訓練日
　８月18日（日） 小雨決行

●受付時間
　午前８時～10時

●避難訓練の対象地区
　今回は西小学校が指定避難所となっている地区を対象とします。（地図参照）
　なお、避難訓練の対象地区以外の方もこの訓練に参加できますが、駐車場はありません
ので、車での来場はご遠慮ください。

●参加方法
　訓練に参加される方は、交通事故等に注意しながら、上記の受付時間内に
西小学校へ徒歩又は自転車でお越しください。会場に到着後、受付を行い、
各種体験コーナーや消火訓練に参加してください。
●会　場
　藍住西小学校

西小学校で避難訓練を実施します！

西小学校　校舎

受 付

避難訓練会場
（運動場・体育館）

入  

口

Ｎ
プール

体育館
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●訓練内容
　◆避難訓練（西小学校までの所要時間や危険箇所の確認）
　◆消火訓練（消火器の取扱い方法）

●体験コーナー
　◆消消防ポンプ車乗車　　◆地震体験車
　◆煙体験ハウス　　　　　◆給水体験
　◆浸水歩行体験　　　　　◆その他、多くの体験コーナーを予定しています。

●その他
　◆当日、参加者には、参加賞を用意しています。
　◆避難参加時における自宅の戸締まり、ガスの元栓、電気のブレーカー
　　等の確認は必ず行ってください。
●避難訓練参加対象地区

　※今回はC地区（ピンク枠内）に住んでいる方が避難訓練の対象です。
●お問い合わせ
　 藍住町総務課危機管理室（☎637 ・3111）

須崎

中新田

大向

下新田

地神

地神
地神 穂実

青木
岸ノ下

豊吉

富吉

富吉

北傍示

敷地傍示天王傍示

長江傍示

直道傍示

朏傍示

西中須 乾

川向

長江口

藍住西小学校
●

C

みなさんの参加
お待ちしています！
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違いを楽しみ力に変える　～多文化共生＂新＂時代～
―「にしゃんた」さんの講演から―

●藍住町スローガン●

守れ人権 許すな差別

だれだって　いやな言葉は　いやなんだ	 ５年　髙　村　華　奈
その笑顔　みんなで守ろう　作りだそう	 ５年　西　内　佑　衣
大じょうぶ　一人じゃないよ　仲間がいる	 ５年　林　　　愛　真
いじめはね　人も自分も　きずつける	 ５年　樫　原　空　楽
大切な　心のつながり　作ろうよ	 ５年　林　　　香　里
泣いてる子　見かけたらすぐ　「どうしたの？」	 ５年　藤　平　昂　優

藍住南小学校児童作品

人権標語

　6月14日町民シアターで心待ちにしていた、「にしゃんた」さんのお話を聴くこ
とができました。会場の皆さんのうなずきと笑い声に満ちた、そして、自分が
成長するための人権について考えるきっかけをもらえた素敵なお話の中から、
私の心に残ったことをご紹介させていただきます。

＊＊＊『違い』から連想することは？＊＊＊
　「良い」「楽しい」ことでしょうか、それとも「恐い」 「嫌い」などの敬遠するよう
なことでしょうか？皆さんはいかがでしょうか…

　自分と他者とのかかわり方を（変化する・変化しない・受け入
れる・受け入れない）の４つに分類しますと、左の図のように表
すことができます。

　A・B・C・Dにはどんな言葉が入るでしょう。
　A：排斥
　B：同化
　C：すみ分け
　D：共笑（ともえ）　共楽、共学、共育、共活　

　違いを受け入れ、違いを楽しみ、違いから学び、違いを活かし
て変化・成長・進化していく自分のための人権という考え方をプ
ラスしていくことで、社会を変えていきましょう。

＊＊＊3本の矢＊＊＊
　安倍内閣の3本の矢の経済政策が話題になっています。また、戦国大名の毛利元就が３人の息子に伝えたとさ
れる「1本の矢は容易に折れるが、３本束ねると折れにくい」という教えですが、実験すると3本でも折れること
があるんです。どうすればいいのでしょうか。
　本数を増やす、つまり違いをもった一人一人が密接にかかわることで、強く優しく美しく豊かになっていけ
るのではないでしょうか。
＊＊＊「にしゃんた」さん＊＊＊
　「にしゃんた」さんは、18歳の時に「おしん」にあこがれてスリランカから来日され、36歳で日本国籍を
取得されました。住み込みでアルバイトをしながら日本語学校、大学、大学院（２校）を卒業され、『こころ』『こ
とば』『制度』の3つの壁を乗り越えてこられました。現在は、大学准教授、社会人落語家、タレント、また一男
一女の父として活躍されています。

＊＊＊番外編＊＊＊ 講演後２つの質問にお答えいただきました。
《子育てのポリシー》　　　　　　　《シニア世代に一言》

 　　　　　　　                                 

人権擁護委員　廣瀬　浩美

変化する

変化しない

C

D

A

B

受け入れ
ない

受け入れる

女性だけに子育ての楽しさを
独占されてはかなわない！

ずっと学び続けることで、完成させない
勇気を持ち続けて欲しい。
日本の良いところを次世代に伝えて欲しい。
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元
気
に
な
れ
る
運
動
教
室

　

体
力
・
筋
力
の
維
持
・
向
上
を
は
か
り
、

毎
日
を
元
気
に
生
活
す
る
た
め
の
教
室
で
す
。

日

時　
９
月
～
３
月
ま
で
の
毎
週
１
回

　
　
　
　
　
（
火
曜
コ
ー
ス
・
水
曜
コ
ー
ス
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時（
全
26
回
）

場

所　
火
曜
日（
女
性
セ
ン
タ
ー
和
室
）

　
　
　
　
　

水
曜
日（
体
育
セ
ン
タ
ー
）

内

容　
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
・
リ
ズ
ム
体

　

操
・
タ
オ
ル
体
操
等
、
ご
自
分
の
ペ
ー
ス

　

で
運
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者　
65
歳
以
上
で
、
軽
運
動
を
し
た
く

　

て
も
通
常
の
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
教
室
で
は
体

　

力
的
に
き
つ
く
て
参
加
で
き
な
い
と
い
う
方

　
（
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
除
く
）

※
ご
自
分
で
会
場
ま
で
行
け
な
い
方

　

は
、
送
迎
し
ま
す
。

定

員　
30
人

参
加
費　
無
料

申
込
期
間　
７
月
17
日（
水
）～
31
日（
水
）

申
・
問 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
３
７・３
１
７
５
）

「
脳
の
健
康
教
室
」

　

認
知
症
の
予
防
教
室
で
す
。
簡
単
な
読
み

書
き
や
計
算
で
脳
を
い
き
い
き
さ
せ
て
、
楽

し
く
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う
。
少
し
ず
つ

生
活
や
意
欲
に
変
化
が
出
て
き
ま
す
！

◆
学
習
参
加
者
募
集

日

時

　
９
月
～
平
成
26
年
１
月
の
毎
水
曜
日（
週
１
回
）

　

午
前
10
時
～
正
午
の
間
の
40
分
間
程
度

会

場　
ケ
ア
ハ
ウ
ス
サ
ン
ガ
ー
デ
ン
凌
雲

　
　
　
　

地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス（
藍
住
町
矢

　
　
　
　

上
字
安
任
１
５
６
・
１
）

※
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
者　
65
歳
以
上
の
方

定

員　
36
人（
申
込
順
）　　

※
初
回
参
加
の
方
を
優
先
し
ま
す
。　
　
　

参
加
費　
無
料

◆
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割　

　

参
加
者
へ
の
学
習
支
援
、
教
室
進
行
の
サ

ポ
ー
ト（
毎
水
曜
日（
週
１
回
）の
午
前
９
時

30
分
～
午
後
０
時
30
分
）

対
象
者　

　

お
お
む
ね
65
歳
く
ら
い
ま
で
の
方
で
、
明

る
く
高
齢
者
と
の
会
話
を
楽
し
め
る
方

謝

礼　
１
回
千
円

募
集
人
数　
15
人
程
度

※
教
室
開
催
ま
で
に
、
説
明
会
と
研
修（
３

時
間
程
度
）が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限　
学
習
参
加
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
も

　
　
　
　
　

に
７
月
31
日（
水
）ま
で

申
・
問 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
３
７・３
１
７
５
）

ひ
ま
わ
り
元
気
教
室

(

小
・
中
学
生
栄
養
料
理
教
室
）

　

長
い
夏
休
み
。友
達
と
一
緒
に
参
加
し
て
、

楽
し
い
思
い
出
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

日

時　
７
月
25
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場

所　
福
祉
セ
ン
タ
ー（
２
階
）

内

容　
調
理
実
習（
ト
マ
ト
ラ
イ
ス
、　

　
　
　
　
　

コ
ン
ソ
メ
ス
ー
プ
、
ヨ
ー
グ
ル

　
　
　
　
　

ト
サ
ラ
ダ
、
ク
レ
ー
プ
）

対
象
者　
町
内
の
中
学
生
・
小
学
生

　
　
　
　
　
（
４
～
６
年
生
）

定

員　
20
人（
申
込
順
）

参
加
費　
２
０
０
円

準
備
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
ふ
き
タ
オ
ル

申
込
期
間　
７
月
17
日（
水
）～
22
日（
月
）

主

催　
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」栄
養
部

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
２・８
６
５
８
）

く
ら
し
の
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
!!

　

県
か
ら
発
信
さ
れ
る
消
費
者
情
報
を
周
り

の
消
費
者（
家
族
、友
人
、近
所
や
職
場
な
ど
）

に
広
め
た
り
、
周
り
の
消
費
者
か
ら
相
談
が

あ
っ
た
場
合
、
そ
の
消
費
者
と
県
消
費
者
情

報
セ
ン
タ
ー
と
を
つ
な
い
だ
り
と
い
っ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
く
だ
さ
る
18
歳
以

上
の
方
と
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

申
・
問 

県
消
費
者
情
報
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
２
３・０
６
１
２
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
/pref.to

　
　
　
　
　
　
　

kushim
a.jp/shohi

※
休
所
日
…
水
曜
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

　福祉課で使用する封筒に掲載する企業広告
を募集しています。
　詳細については、町ホームページをご覧に
なるか、お問い合わせください。

広告の概要　
・対　象　封　筒　児童手当等の通知用封筒
  　　　　　　（長形３号）
・作　成　枚　数　10,000枚
・募集枠数等　3枠(封筒裏)
 （1枠当たり縦50㎜×横80㎜以内）
・掲　載　料　1枠当たり18,000円
・印　刷　色　藍色（単色）

申込期限　　7月19日(金)まで
申 ・問 企画政策課(☎637・3124)
ホームページ　
http://www.town.aizumi.tokushima.jp

封筒に掲載する広告の募集

（
企
業
広
告
欄
）

① ② ③
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朝
食
ア
イ
デ
ア
献
立
募
集

　

朝
食
に
ふ
さ
わ
し
い
、
手
軽
で
普
及
性
に

富
ん
だ
献
立
を
募
集
し
ま
す
。　

応
募
資
格　
町
内
の
小
学
生
以
上
の
方　

応
募
方
法　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
備
え
て
い
る

応
募
用
紙
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　
９
月
６
日（
金
）必
着

※
優
秀
作
品
は
、「
福
祉
・
健
康
づ
く
り
の
町

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」で
発
表
し
ま
す
。

※
小
・
中
学
生
に
は
、
夏
休
み
前
に
学
校
を

通
じ
て
応
募
用
紙
を
配
布
し
ま
す
。

応
募
先　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
２・８
６
５
８
）

サ
ポ
ー
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ス
ポ
ー
ツ

教
室
を
お
手
伝
い
し
て
く
れ
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
参
加
者
と
一
緒
に
健
康
づ
く
り

を
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
者　
18
歳
以
上
で
次
の
よ
う
な
方
を

　
　
　
　
　

募
集
し
て
い
ま
す

●
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
で
定
期
的
に
お
手
伝
い

　

が
で
き
る
方

●
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
が
し
て
み
た
い
方

●
特
技
は
な
く
て
も
元
気
な
方

※
教
室
の
種
目
は
体
育
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し

て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２・５
０
０
０
）

　

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
生
涯
を
通
じ
た
歯
の
健
康
づ

く
り
を
行
い
、
80
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
20
本

以
上
保
と
う
と
い
う
８
０
２
０（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
）

運
動
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
歯
科
医
師
会
で
は
、
こ
の
８
０
２
０
運
動
を
推

進
す
る
た
め『
よ
い
歯
の
高
齢
者
』を
募
集
し
ま
す
。

申
込
方
法　
歯
科
医
院（
県
歯
科
医
師
会
々
員
）

か
ら
の『
よ
い
歯
の
高
齢
者
歯
科
健
診
票
』に
よ
る

申
込
み
に
限
り
ま
す
。

　

該
当
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
県
歯
科
医

師
会
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。『
よ
い
歯
の
高
齢
者

歯
科
健
診
票
』を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
か
か
り

つ
け
歯
科
医
院
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者　
（
過
去
に
受
賞
さ
れ
た
方
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
）

　

次
の
①
・
②
の
条
件
を
満
た
す
方
に
表
彰
式

の
ご
案
内
を
し
ま
す
。
表
彰
式
を
欠
席
さ
れ

た
方
に
も
賞
状
・
記
念
品
を
お
送
り
し
ま
す
。

①
県
内
に
在
住
の
80
歳
以
上（
昭
和
９
年
３
月

31
日
生
ま
れ
ま
で
）で
、
ご
自
分
の
歯
を
20

本
以
上
お
持
ち
の
方（
入
れ
歯
以
外
）の
う

ち
、
日
常
生
活
に
支
障
の
な
い
程
度
、
身

体
も
健
康
な
方

②
歯
科
医
院
か
ら『
よ
い
歯
の
高
齢
者
歯
科
健

診
票
』で
推
薦
を
受
け
た
方

表
彰
式　
～
健
康
を
考
え
る
県
民
の
つ
ど
い
～

日

時　
９
月
９
日（
月
）※
時
間
未
定

場

所　
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル（
県
郷
土
文
化
会
館
）

主

催　
県
、
公
益
財
団
法
人
と
く
し
ま
未　

　
　
　
　

来
健
康
づ
く
り
機
構

申
込
期
限　
７
月
31
日（
水
）ま
で

※『
よ
い
歯
の
高
齢
者
歯
科
健
診
票
』（
指
定
様
式
）

を
郵
送
又
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

徳
島
県
歯
科
医
師
会

（
☎
６
３
１・３
９
７
７
）

（
F  ６
３
１・４
１
７
９
）

〒
７
７
０・０
０
０
３　

徳
島
市
北
田
宮
１
丁
目
８
番
65
号

大
麻
山
登
山
教
室

　

今
回
は
、下
山
後
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
ま
す
。

日

時　
８
月
３
日（
土
）午
前
８
時
集
合

　
　
　
　
　
（
い
つ
も
よ
り
早
く
な
っ
て
い
ま
す
）

集
合
場
所　
大
麻
比
古
神
社
駐
車
場

参
加
費　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員　

無
料

　
　
　
　
　

会
員
以
外　

５
０
０
円（
保
険
料
）

※
コ
ッ
プ
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
参
加
さ
れ
る
方
は
、
別
途

参
加
費
２
千
円
が
必
要
で
す
。
ま
た
、飲
物
、

お
に
ぎ
り
な
ど
は
、各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
集
合
場
所
ま
で
行
く
こ
と
が
困
難
な
方

は
、
集
合
時
間
の
30
分
前
に
体
育
セ
ン

タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２・５
０
０
０
）

　藍住町国際交流協会では、夏
恒例の「国際交流バーベQ」を開
催します。国際理解や親ぼくを
深めながら、暑い夏をみんなで
楽しく過ごしましょう。

日　時　8月3日(土)
　　　　午後5時～7時30分
場　所　みどりの広場
　　　　（雨天の場合は、福祉センター玄関前）
参加費　会員300円、一般500円（幼児は無料）
　　　　※おにぎり、お茶などをご用意します。

申 ・問 藍住町国際交流協会
　　　 （担当：多田、松田）
　　　 （携帯電話090・5916・7836 （多田））
　　　 （F692・1626)　
　　　 （Eﾒｰﾙ:  aizumi_kokusai
　　　 @garnet.nmt.ne.jp)

夏です！国際交流バーベQ 2013

８
０
２
０
推
進
運
動『
よ
い
歯
の
高
齢
者
』募
集

マスコット
「あいあい」
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女
性
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日

時　
８
月
11
日（
日
）午
前
９
時
か
ら

場

所　
体
育
セ
ン
タ
ー

チ
ー
ム
編
成

町
内
在
住
者
又
は
町
内
在

勤
者
の
女
性
チ
ー
ム（
学
生

は
除
く
）で
選
手
８
人（
監

督
１
人
を
含
む
）の
編
成

申
込
期
限　
８
月
２
日（
金
）ま
で

申
・
問 

教
育
委
員
会（
☎
６
３
７・３
１
２
８
）

　
　共

同
募
金
配
分
金
事
業

  

ひ
と
り
親
家
庭

　 

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
配
分
金
事
業
と
し

て
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
な
ど
の
楽
し
い

ゲ
ー
ム
も
し
ま
す
。
夏
休
み
の
思
い
出
の
一

つ
と
し
て
、
ぜ
ひ
お
子
さ
ま
と
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日

時　
８
月
４
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

場

所　
松
茂
町
月
見
ヶ
丘
海
浜
公
園　

　
　
　
　
　
（
現
地
集
合
＆
現
地
解
散
）

対
象
者　
母
子
・
父
子
家
庭
の
親
子
25
組（
申
込
順
）

参
加
費　
無
料

準
備
物　
飲
物
・
お
に
ぎ
り
・
タ
オ
ル
・

　
　
　
　
　

着
替
え
な
ど

申
込
期
限　
７
月
26
日（
金
）ま
で

申
・
問 

社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
６
９
２・９
９
５
１
）

ゆ
め
タ
ウ
ン
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
た
く
て
も
暑
さ
が
気
に

な
る
方
！
一
緒
に
ゆ
め
タ
ウ
ン
内
を
歩
き
ま

せ
ん
か
？
約
２
千
歩
の
コ
ー
ス
で
す
。

日

時　
７
月
31
日（
水
）午
前
９
時
45
分

　
　
　
　
　

受
付
開
始（
正
午
終
了
予
定
）

集
合
場
所　
ゆ
め
タ
ウ
ン
１
階（
ウ
エ
ス
ト
コ
ー
ト
）

参
加
費　
無
料

定

員　
30
人（
申
込
順
）

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２ 

・
５
０
０
０
）

職
業
訓
練
生
の
募
集

　

再
就
職
を
目
指
す
求
職
者
の
方
を
対
象
に

職
業
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

募
集
訓
練
科

◆
溶
接
加
工
科

　

金
属
加
工
製
品
の
図
面
の
見
方
、
各
種
工

具
の
取
扱
い
な
ど
、
金
属
加
工
製
品
の
製
作

に
必
要
な
能
力
の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

訓
練
期
間　
９
月
２
日（
月
）～
２
月
28
日（
金
）

対
象
者　

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
の

　
　
　
　
　

申
込
み
を
し
て
い
る
方
等

※
選
考
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
講
料　
無
料（
別
途
、
テ
キ
ス
ト
代
等

　
　
　
　
　

が
必
要
で
す
）

申
込
期
限　
８
月
５
日（
月
）ま
で

申
・
問 

独
立
行
政
法
人 

高
齢
・
障
害
・
求
職

　
　
　
　

者
雇
用
支
援
機
構
徳
島
職
業
能
力
開

　
　
　
　
発
促
進
セ
ン
タ
ー （
☎
６
５
４・５
１
０
２
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
い
た
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

成
年
後
見
・
相
続
・
遺
言
無
料
相
談
会

　

認
知
症
等
に
よ
っ
て
判
断
能
力
が
不
十
分

に
な
っ
た
た
め
に
、
日
常
生
活
で
不
利
益
を

被
っ
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、「
成
年

後
見
制
度
」が
あ
な
た
や
家
族
を
守
り
ま
す
。

ま
た
、
相
続
や
遺
言
の
ご
相
談
に
も
応
じ
ま

す
。
偶
数
月
第
１
水
曜
日
に
無
料
相
談
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

日

時　
８
月
７
日（
水
）午
後
１
時
～
３
時

場

所　
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階（
相
談
室
）

主

催　
一
般
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見

　
　
　
　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
徳
島
県
支
部

問 

徳
島
市
か
ち
ど
き
橋
１
丁
目
41

　
　
県
行
政
書
士
会
内

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
２
６ 

・
２
０
８
３
）

無
料
調
停
相
談

　

民
事
問
題
、家
事
問
題
で
お
困
り
の
方
に
、

調
停
委
員
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日

時　
８
月
２
日（
金
）午
後
１
時
～
５
時

※
相
談
は
、
当
日
の
受
付
順
で

　

行
い
ま
す（
予
約
不
要
）。

場

所　
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル

　
　
　
　
（
県
郷
土
文
化
会
館
）

　
　
　
　
（
４
階 

第
２
会
議
室
）

      　
　

徳
島
市
藍
場
町
２
丁
目
14
番
地

内

容

◆
民
事
問
題（
土
地
建
物
、交
通
事
故
、金
銭
、

　
雇
用
問
題
な
ど
）

◆
家
事
問
題（
離
婚
、
相
続
、
夫
婦
・
親
子

　
関
係
な
ど
）

相
談
担
当
者

　

弁
護
士
を
含
む
調
停
委
員
10
人
程
度

問 

徳
島
調
停
協
会

　
　
（
徳
島
地
方
・
家
庭
裁
判
所
内
）

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
２
６・
１
５
８
７
）

　
　

　

解
雇
や
賃
金
未
払
な
ど
の
労
使
間
ト
ラ
ブ
ル

に
つ
い
て
、
弁
護
士
な
ど
の
経
験
豊
か
な
県
労

働
委
員
会
委
員
が
、
解
決
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
ま
す
。
雇
用
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の

方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

日

時　
７
月
28
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

　
　
　
　
（
受
付
は
午
後
０
時
45
分
～
４
時
）

場

所　
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
４
階

　
　
　
　
（
徳
島
市
元
町
１
丁
目
24
番
地・ア
ミ
コ
内
）

内

容　
解
雇
・
賃
金
未
払
・
時
間
外
労
働

　
　
　
　

な
ど
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
全
般

相
談
員　
弁
護
士
な
ど
徳
島
県
労
働
委
員
会
委
員

相
談
料　
無
料

申
込
み　
不
要（
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
）

※
事
前
予
約
の
受
付（
７
月
26
日（
金
）午
後

　

５
時
ま
で
）も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
問
い
合

　

わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
労
働
委
員
会
で
は
、
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
解

　

決
の
お
手
伝
い
を
す
る
た
め
、
相
談
や
あ
っ

　

せ
ん（
仲
裁
）を
随
時
行
って
い
ま
す
。

問 

県
労
働
委
員
会（
☎
６
２
１・３
２
３
４
）

駅
前
労
働
相
談
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⑫

〜
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
〜

ワ
ン
ニ
ャ
ン
だ
よ
り

図
書
館
の
行
事

お
は
な
し
会

　

毎
週
日
曜
日　

午
後
２
時
～
２
時
30
分 

あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会

　

７
月
24
日（
水
）、
８
月
14
日（
水
）

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

井
隈
読
書
会

　

８
月
１
日（
木
）午
前
10
時
か
ら

　
テ
ー
マ
本

　
　
「
田
辺
聖
子
の
小
倉
百
人
一
首
」

田
辺　

聖
子
著

夏
休
み
工
作
教
室
〜
貯
金
箱
を
つ
く
ろ
う
〜

　

８
月
２
日（
金
）午
前
10
時
か
ら

　

場
所
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー（
図
書
館
２
階
）

夏
休
み
子
ど
も
お
り
が
み
教
室
〜
昆
虫
を
つ
く
ろ
う
〜

　

８
月
７
日（
水
）午
前
10
時
30
分
か
ら

　

場
所
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー（
図
書
館
２
階
）

※
工
作
教
室
・
子
ど
も
お
り
が
み
教
室
は
、

　

事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。

◎
休
館
日

　

▼
毎
週
月
曜
日

　

▼
振
替
休
館
日
…
７
月
16
日（
火
）

　

▼
図
書
整
理
日
…
７
月
18
日（
木
）

◎
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

　
い
ま
す
！

　

図
書
館
で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
て
く

だ
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

図
書
館（
☎
６
９
２・０
０
７
０
）

わ
く
わ
く
　
　   

　
広
場

　

小
さ
い
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
ど

な
た
で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

日

時　
７
月
21
日（
日
）午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
（
受
付
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
）

場

所　
体
育
セ
ン
タ
ー

内

容　
デ
ィ
ス
ゲ
ッ
タ
ー
９
、
オ
ー
バ
ル

　
　
　
　

ボ
ー
ル
、
ス
ポ
ー
ツ
リ
バ
ー
ス
、

　
　
　
　

輪
投
げ（
幼
児
用
）な
ど

参
加
費　
無
料

※
小
学
生
以
下
は
、保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

主

催　
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

　
　
　
　

教
育
委
員
会

問 

教
育
委
員
会（
☎
６
３
７・３
１
２
８
）

一
日
財
務
局
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

５
月
31
日
に
、
町
民

シ
ア
タ
ー
で
四
国
財
務

局
徳
島
財
務
事
務
所
が

主
催
す
る
一
日
財
務
局

が
開
催
さ
れ
、
商
工
会

や
町
議
会
、
ま
た
、
町

職
員
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
徳
島
財
務
事
務
所
が
行
っ
て
い

る
業
務
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
四
国
の
町
村
で
は

本
町
が
最
初
と
な
り
ま
す
。

　

講
師
に
は
、
財
務
省
理
財
局
総
務
課
長
の

岡
本
直
之
氏
が
来
庁
し
、「
国
の
財
政
と
国

債
」を
テ
ー
マ
に
、
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
や
財
務
省
が
推
進
し

て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

集
ま
れ
！ 

プ
ロ
野
球
フ
ァ
ン

～
抽
選
で
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
～

　

プ
ロ
野
球
選
手
が
実
際
に
使
用
し
た
品
を

中
心
に
展
示
し
ま
す
。

期

間　
７
月
20
日（
土
）～
７
月
21
日（
日
）

藍
の
館
作
品
の
展
示
即
売

　

紳
士
用
シ
ャ
ツ（
麻
）・
子
供
用
Ｔ
シ
ャ
ツ
・

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
・
の
れ
ん
・
日
傘
な
ど
の
藍

染
製
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
見

に
来
て
く
だ
さ
い
。

場

所　
藍
の
館（
展
示
室
）

＊
藍
の
館
で
は
、
染
め
物
持
込
み
に
よ
る
藍
染

体
験
が
で
き
ま
す
。

　

思
い
入
れ
の
あ
る
古
く
な
っ
た
洋
服（
し
み

が
付
い
た
も
の
・
黄
ば
ん
だ
も
の
）な
ど
を
藍

染
め
で
よ
み
が
え
ら
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

自
然
素
材
の
木
綿･

麻･

シ
ル
ク
は
よ
く
染
ま

り
ま
す（
記
憶
形
状
・
Ｕ
Ⅴ
カ
ッ
ト
は
不
可
）。

　

持
込
み
体
験
価
格

　

１
ｇ
15
円
・
シ
ル
ク
の
み
１
ｇ
30
円

第
１
日
曜
日　
琵
琶
演
奏
体
験　
　
　

第
１
月
曜
日　
ぞ
め
き
演
奏　
　

第
２
日
曜
日　
尺
八
演
奏　
　
　
　
　

第
３
日
曜
日　
琴
演
奏
体
験
学
習

第
４
日
曜
日　
梅
若
流
民
謡
啄
穂
会　

※
各
演
奏
・
体
験
は
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
（
ぞ
め
き
演
奏
の
み
午
後
２
時
ま
で
）

問 

藍
の
館（
☎
６
９
２・６
３
１
７
）

ス
ポ
ー
ツ

①
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
犬
が
敷
地
か

ら
逃
げ
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
散
歩
を
さ
せ
る
と
き
は
、
リ
ー
ド

な
ど
で
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
。

②
路
上
や
田
畑
に
フ
ン
を
し
た
ま
ま
放
置

し
な
い
で
、
飼
い
主
が
責
任
を
も
っ
て

後
始
末
を
し
ま
し
ょ
う
。

③
犬
の
鳴
き
声
が
ひ
ど
い
場
合
、
近
所
迷

惑
に
な
り
ま
す
の
で
、
正
し
く
し
つ
け

を
し
ま
し
ょ
う
。　
　

④
犬
の
飼
い
主
は
、
犬
の
登
録
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
年
１
回
の

狂
犬
病
予
防
注
射
も
忘
れ
ず
に
受
け
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
首
輪
に
は
、
登
録

票
と
注
射
済
票
を
付
け
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
犬
が
い
な
く
な
っ
た
場
合
の
早
期

発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
　

県
動
物
愛
護
推
進
員　

花
木
・
西
岡

問 

生
活
環
境
課（

☎
６
３
７・３
１
１
６
）

すだちポン
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（氏　名） （年　齢） （住　　所）

髙　橋　由　子 77歳 笠木字中野

森　本　順　子 57歳 勝瑞字成長

森　　　忠　勝 84歳 乙瀬字中田

久次米　鷹　子 100歳 徳命字名田

清　水　　　正 88歳 矢上字原

久　尾　一　也 49歳 矢上字北分

濵　　　千惠子 81歳 矢上字原

吉　田　　　覺 85歳 笠木字中野

髙　橋　サダノ 90歳 東中富字龍池傍示

渡　邉　アヤ子 82歳 矢上字安任

石　川　シズヱ 91歳 徳命字前須東

堀　江　正　巳 89歳 奥野字前川

6月

おくやみ申し上げます月66

地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう

藍住町青少年健全育成会議
藍住町民生委員児童委員協議会
藍 住 町 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会
板野西部青少年補導センター

地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう

子どもは、私たちの宝です

　地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよ
う、健康チェックや健康体操、お話、レクリエーショ
ン等の内容で各地域老人憩の家で開催しますので、
お気軽にご参加ください。

開催日 曜日 時　間 場　所 内　容

７月17日 水 午前９時30分～11時 江ノ口老人ホーム 健康チェック
健康体操（運動指導士）

７月17日 水 午後１時30分～３時 徳命老人憩の家 健康チェック
カラオケ

７月19日 金 午後１時30分～３時 東中富老人憩の家 健康チェック
いけばな

７月22日 月 午前９時30分～11時 乙瀬老人憩の家 健康チェック
おしゃべりサロン

７月22日 月 午後１時30分～３時 奥野老人憩の家 健康チェック
おしゃべりサロン

８月５日 月 午後１時30分～３時 東部老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

８月６日 火 午後１時30分～３時 西部老人憩の家 健康チェック
おしゃべりサロン

８月７日 水 午後１時30分～３時 富吉老人憩の家 健康チェック
おしゃべりサロン

住所、年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。
内容：健康チェック（血圧測定、検尿）・健康体操、レクリエーショ
　　  ン等を行っています。
問 　社 会 福 祉 協 議 会 （☎692・9951）

地域包括支援センター （☎637・3175）

いきいきサロンのご案内

あ
め
ん
ぼ
う
わ
が
人
生
は
午
後
六
時　
　

安　

曇　

統　

太

木
道
に
不
揃
ひ
の
音
糸
蜻
蛉　
　
　
　
　

上　

窪　

則　

子

蓮
の
花
天
の
吐
息
を
受
け
て
お
り　
　
　

田　

子　

閑
野
子

朝
風
呂
や
楽
し
み
増
え
た
氷
水　
　
　
　

武　

田　

み
も
ざ

タ
ラ
ち
ゃ
ん
が
居
て
イ
ク
ラ
来
て
夕
端
居　

山　

田　

絵　

里

通
り
雨
黴
の
匂
い
を
持
ち
来
た
り　
　
　

原　
　
　

秀　

樹

侘
び
さ
び
の
わ
か
ら
ぬ
猫
よ
夏
座
敷　
　

平　

岡　

育　

子

は
い
は
い
と
軽
い
返
事
に
青
嵐　
　
　
　

吉　

田　

和　

代

梅
雨
籠
り
テ
レ
ビ
ラ
ジ
オ
に
欠
伸
し
て　

小　

島　

ト
ミ
エ

半
夏
生
唱
歌
熱
唱
合
唱
団　
　
　
　
　
　

青　

木　

秀　

明

 

加
章

ひ
ま
わ
り
の
花
落
武
者
の
貌
を
な
す　
　

上　

窪　

青　

樹

上窪　青樹 選

（子の氏名） （ふりがな） （性別） （父） （母） （住　　所）

久次米　志　勇 （し ゅ う） 男 講一郞 ・ 陽 子 徳命字名田

森　内　優　介 （ゆうすけ） 男 将 司 ・ 麗 子 勝瑞字新田

北　田　瑛　登 （え い と） 男 茂 ・ 真由美 東中富字直道傍示

秋　月　結　菜 （ゆ い な） 女 優　希 ・ 彰 子 矢上字春日

下　藤　茉　咲 （ま さ き） 女 裕 樹 ・ 侑 紀 東中富字鑓場傍示

里　出　佳　右 （けいすけ） 男 晃 一 ・ 和 恵 東中富字権現傍示

濱　　　楓　太 （ふ う た） 男 年 宏 ・ さやか 奥野字矢上前

近　藤　梨　夢 （り の ん） 女 哲 也 ・ 梓 徳命字元村

平　岡　優　菜 （ゆ う な） 女 敬 司 ・ 麻 理 勝瑞字東勝地

鈴　木　　　岳 （が く） 男 昇 司 ・ 理 恵 富吉字須崎

田　中　直　志 （な お し） 男 淳 也 ・ 隆 子 乙瀬字青木

佐　藤　　　寛 （か　 ん） 男 俊 輔 ・ 香 織 住吉字神蔵

髙　井　千　欄 （ち ら ん） 男 裕 司 ・ 有 加 富吉字地神

鉄　井　蓮　人 （れ ん と） 男 勝 也 ・ 由里子 富吉字豊吉

向　井　千　夏 （ち な つ） 女 宏 典 ・ 香奈子 富吉字穂実
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寺
じ
院
いん
宛
あて
行
がい
状
じょう

医療法人
健美会

とくしま耳鼻咽喉科
クリニック

診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科

診療時間

8:45～12:30

14:30～17:30

月 火 水 木 金 土

院長　棚本　洋文
㈳日本耳鼻咽喉科学会　認定　耳鼻咽喉科専門医
㈳日本アレルギー学会　認定　アレルギー専門医

TEL088-683-3987（サンキューハナ）
マルナカ成長店　南 200mエネオスはいる

じ　　び　いん こう　か

西条北島線

徳島環状線
四国三郎橋▼

洋服の青山● ●釣具店

●陸運局

●
エネオスGSマルナカ成長店●

●はなまるうどん

N
とくしま
耳鼻咽喉科

予約専用電話 088－683－3381
（ミミハチイチバン）

増田クリニック
TEL：  088 - 693 - 3020
藍住町役場東500ｍ

健診・禁煙指導・予防接種承ります。
●診療科目：内科・循環器科

心臓血管外科・ペインクリニック内科

土
○
5：30
まで

金
○
○

木
○
／

水
○
○

火
○
○

月
○
○

診療時間
午前9:00～12:30
午後2:30～　6:30

ＮＰＯ法人　藍住町手をつなぐ育成会

TEL（088）635-8461　藍住町東中富字西安永133－59
放課後等デイサービス

オレンジノート
TEL（088）635 8461 藍住町東中富字西安永133－59

オレンジノート
知的障害のある児童（学童）に放課後の支援をご提供します。
月～土（９：３０～１８：００）
就労支援サービス
知的障害のある人に福祉就労支援をご提供します。
月～土（10：0０～１6：００）

送迎サービスも行っておりますのでご相談ください

板野南小学校

ファミリー
マート

オレンジ
ノート

※このページの広告収益は防災事業に役立てられています。

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

。

町
指
定
有
形
文
化
財「
寺
院
宛
行
状
」２
通

指
定
年
月
日　
昭
和
59
年
12
月
１
日

正
法
寺
蔵

　

熱
心
な
法ほ

っ
け
し
ゅ
う

華
宗
の
信
者
で
あ
っ
た
敬き

ょ
う
だ
い
い
ん

台
院

は
、
所し

ょ

領り
ょ
う

で
あ
っ
た
矢や

上か
み

村む
ら

の
禅ぜ

ん
し
ゅ
う
じ
い
ん

宗
寺
院
正し

ょ
う

岡こ
う

寺じ

を
法
華
宗
に
改
宗
し
、
寺じ

号ご
う

も
正し

ょ
う

法ほ
う

寺じ

と
改
め
ま
し
た
。
更
に
矢
上
村
の
住
人
を
す

べ
て
同
寺
の
檀だ

ん

家か

に
し
、
村
の
南な

ん
ぼ
く北
境さ

か
い

に
題だ

い

目も
く

石い
し

を
建
て
て
村
内
全
域
を
聖
域
と
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
正
法
寺
へ
の
経
済
的
な
援
助
も
惜

し
ま
ず
、
慶
安
元
年（
１
６
４
８
）に
徳
島
藩

二
代
藩
主
忠た

だ
て
る英
が
、
三
石
二
斗
四
合
の
寺
領

を
与
え
た
の
に
加
え
、
新
た
に
四
石
九
斗
七

升
七
合
を
寺
領
と
し
て
寄
進
し
、
諸し

ょ

役や
く

を
免

除
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
敬
台
院
の
法

華
宗
へ
の
徹
底
し
た
厚
い
信
仰
心
を
う
か
が

い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

藍
住
町
の
文
化
財
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